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"ロータリーを通じて、世界理解と平和を' ' |９８１８２RI会長スタンレーＥ､マッキヤフリー

〆 １第20↑回例会５７年６月２４日第207号伊藤会長ﾃｰﾏ身近かな奉仕に誠を尽そう
出 席 報 告 司 会 S A A 富 沢 菫 徳

本日のプログラムｆli年度に､L'Iji
､ l j川会炎、郡,T] 'M: ' j i

欠 席 者
i u l l 1 , 1 1 1 : 1 ) ､保 I n (炳欠承認門１名）

次週予定|ﾘ|るくたくましい肯少年が肯=ﾝ都『|」
宣言Iに一ｺ1. ,て人和市教育良神山利一先fl

一
< ビ ジ タ - 〉 名 屋 大 二 君 ､ 武 山 昭 一
イＩ（綾瀬）笈藤忠夫ﾊ、１燃臓ハ、，ri井"1"_I、
村111辛大ｲﾐ『、渡辺宣化ｲI（大ｲⅡ）

< 会 長 報 告 〉 会 踵 伊 藤 正 ﾘ 〃 I
q)独辺ガバナーから１年間のご協力に感謝する意
の妬礼状が参っておりますｃ

②身障児（大和市育成会）代表者から、先IIの１
日レクリエーションに対し声涙耐れる丁重な御
礼状が参っておりますので回覧致します(、

《&借様方にお両｜りしご承認を願きましたりi会凰〃

ノJが本日より正式に入会されましたのでご紹介
故します《，杉I｣｣兀次郎さんと｣alll)１》さんです。

< 幹 事 報 告 > " l ; 1 L I K 1 I J M I
(1)|lil際障１１報7＃I;を記念し、Ｉ職!;-間の1'|;品股が先ll

中央林間のイトー三ｊ-力'世で行われました補助
金についての会計報ｲIiが米ておりますので回覧
させて頂きますｃ

②例会後臨時理事役員会を開催致します《
１３)伊藤次期会報委員長が病気の為人院致しまＬた，

< 委 員 会 報 告 〉
l l l 席 委 員 炎竹之内弘共ハ

′卜||敲終例会ですので剛睦に従い３年、１年皆

川ﾉﾙﾘ者の方を夫彰致I厳すn(氏f"｣ズぞｲﾉ'の項でii'{介）

米 山 記 念 奨 学 委 員 長 猪 熊 唯 夫 君
本年皮の特別米ll崎附金は４３９fILI肢なりま|…
た､ト仰Mﾙﾉﾉｲj雌うござｔ、ｆした‘，

I G F ' 災↑ ]姿典 l造／背 |Ⅱ敬称ハ

IGFの報告i署は小<Ⅲ皆様ﾉJ.l【ﾆﾊ崎』し、米資の

方々にも命部発送済です“作成に当られた上川会

jiを初め皆様方のごﾛﾙﾉjに感謝'l 'し上げます‘

次 期 会 長 、 ﾔ | { １ 伍 六 ｌ Ｉ
お手几に配布した］:･紳苔は次1I｣!クフーノ協‘戒会で

ご'１ｶ歳脳さまウ｡よくご'党になフck-<「さい“

次 | り l 幹 事 伽 ｢ 』 １ ′ ､ ) : ハ
I )７j j l l lW i4 I度の会(Y納入をホ)願い数(f -ｹ

②７月IIIに油動釧11i11,11:を門｡ｲ|｣I_!f-オ，な-防佼問

６時3()分より鮒忠でクフーブ|肋縦会を行いますの

で全員のご||｣席を願います-会費は３D００|]1です〆

③来年度のソンケリー虫.-は上'１１会只にお願'"､致
します〈

親睦沽動姿 i 吐 く ｲ ﾉ ﾄ 齢 英 人イヤ
'ki lは人会記念llの方,財だけです。大勢ですが

iifjの方に整ﾀﾘ下さい<(1暁､ズマイノしの項で推)戦）

一

’ 、
を顧みて 合陛１ ﾉ } ) " , [ ﾘ 抑Ｉ

ノ今将に会及の任期が終ろうとL-<し、ますとき、
i岨ぎこllイ「を甑みて‘披に感慨無肚なものがござ

、

１．真実かどうか２.みんなに公平か３.好意と友情を深めるか４.みんなのためになるかどうか
Ｆ 事 務 所 ■大 和 市 中 央 １ - - ５ ､ - ４

大和市商工会厚館･内
壷0462-63-7926
大 和 市 大 和 南 . １ - ４ -
八 千 代 信 用 金 庫 大 和 夛
査0462-64-3654‘｡、

０ 毎週木曜日１２時３０分より
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います‘）先ずもって、この１年llll杁を支俊して脳

きましたi'l蝋、役員、各委員長ならびに会貝各位
のご協ﾌﾉに対しまして厚くお礼をII'し上げます。

特に期半ばにして私のj皇たる勤務先が変わると

いう異変が起り、皆様に-一方ならぬご迷惑をお掛

け致しましたことを深くお詫び申し上げます”-"→

時は会長が統けられるかどうかとの懸念も持､らま

したが、幸いにして寺田副会長、辻幹事の温かい

ご即解とご協力とによって陵半期を勤める索が州

来ましたことを深く感謝致します(》

顧みますと、私は会長就任の時、先ず第一･に当
クラブは大ｲ１lの地に於いて育まれたクラ､ﾌである

との認識のもとに、会長夕・一ゲットとして｜身近

な奉仕に誠を尽そうＩを掲げ、地域におけるクラ
ブとしての存在の怠義を高めたい、そしてもう一

度ロータリー-の蛙本精神に立ち帰ってクラブの蕊

礎を固めたい、またできるだけ会員歴の若い方々

に委員長を引き受けて頂いてクラブに活性を与え

て頂きたいということをお腿いしました〕

その結果は、各奉仕部門、各委員会、すべての

会員が協力して下さいまして誠に立派な成果を挙

げてⅨきましたことを深く感謝致します。私が大

変に嬉しく思いましたことは、RI会長のテーマ

「ロータリーを通じて壮|:界埋解と平和を」という

誠に雄大なものと、私の掲げた身近なターゲソト

との間に在って会員の皆さまが、それらの|山噌に

通ずるような活動をして下さったことです《，

例えば、クラブ奉仕活動は、．《皆んなが参加す
る皆んなのクラブ”に徹して頂いたこと、すなわち、

出席率１００%に徹する努力をして頂いたこと、簡

にして要を得た会報の合理化に努めて頂いたこと、

会員親睦のために情熱を込めて活動して頂き、さ

らに夫人の親睦会まで結成して頂いたこと、極め

て質の高い５人の新会員を増強してクラブを充実

させて頂いたこと、会員の職業を通じての卓話を

折り込むなどの新規軸を開きながら充実したプロ
グラムを編成して頂いたこと、当クラブの活動状

況を一般新聞紙ならびに大和市の公報紙に初めて

掲載して頂いたこと、炉辺会合を５回も開催して

頂いてロータリーの基本粘神を徹底して頂いたこ

と、’1標を150%達〃Rして、いたスマイルボソク

ス、イll気あいあいの中で秩序搾然と例会を運営し

て頂いたSAA等々、枚挙にいとまが無い程充災

したクラブ奉仕活動をして頂きました”

また、職業奉仕活動はプログラム姿哩会の肋ﾉﾉ
のもとに多くの会員の職業にまつわる卓括を例会

に取り入れ、これこそロータリーの真髄であるこ

とを会員に体得させて下さいました。

社会奉仕活動は、卯冷なお,間,折りで大和市在住
の身障児を地引網の一日レクリエーシＪンに招待

するという大事業を遂行して頂きました（，これは

前述のように-般紙ならびに大和市の肱鮒紙に#li

道されるという当クラブ始まって以来のlli米争で

あったと思います《》これは費朋の点もさることな

がら、身障児のお|世話をなさった会員の方々のお

骨折りが大変であったと,忠いま-ﾘｰ．

青少年奉仕活動は、前記の社会奉仕渦動の事業
に協力されたばかりでなく、大和地区のボーイス

カウトの助成にノノ方ぷされ、またライラの研修会

に４人も参加肴を得たという成果も渉)りました‘，

｜｣て|際奉仕潴勤は、大和市在住の中圧|留学生との

交流を図り、またイント､シナ難民定,,ｉｆ促進センタ
ーえの積極的な支援は地区ガベナーのi對心を喚起

し、さらに東京新宿RCの協力申し入れを受け、
-一隅允芙した効果的な支援活動ができました《、

「コータリー財団委貝会も、地区ガバーノーーから感

謝状を頂く稗の活動をして、きました(，委員会活

動とは別ですが、財団にまつわる出来顎として、

当クラブ推薦の迫田浩子嬢(i芹楽）がロータリー

財IJI奨学生として合格したことも、当クラブとし

ては初めてのことであり、特記すべきことと,思い

ます。また米lll記念奨学委員会も特別寄附に努力

してl頂き、当クラブが｜米山功労クラブ｜として

推薦されました（，なお米山記念奨学生諦永楽斜（

香港州身、東海大学工学部生産機械科学生）のカ
ウンセラーを｛硫{され、君阿会員に昨年4jlより面倒を

兄てlllいております。米年３月までですが、将来｢I職別

善上必ずや良い結果を/1ﾐむものと期待されます《：
以上のように、出グラフ．の奉仕活動のすべてが、

"il[な黍itに,f)j%をﾉよしなが『].l<,l会ｋテーマ

へ

八



お掛け致しまして誠に申し訳無いと思いながらも、

また一方大変にすがすがしい気持で次期会長寺田

さんにバトンタッチができますことを大変に幸せ

に存じます。

次期IJI噸、役幽ならびに会員の呰様がたのご健

康とご沽鯉をお祈り致しまして私のご挨拶を終ら
せて頂きます。

｜’｣--タリーを地じて世界理解と､|'矛llを_|に迪ず

る成果を挙げ得ました。会員の皆様の．一致脇〃し

た真執なご努力に深く感謝致します。

また、忘れられない事は、本年３月、当クラブ

が創立４年目にしてIGFのホストクラブを勤め、

極めて成功裡にその使命を全うし得たことであり

ます。芦田委員長を初めとする委員の皆様のご努

力に深く感謝申し上げます‘，これでようやく一人

前のクラブに成長したような気分に役たられたこ

とは会員の皆様もご何様だと存じます．

でも、そうとばかりは言っておられません《，今

年度の計画を顧みてみますに、計画のすべてが満

足に遂行された訳でもありません(）計|由i倒れに終

ったものもあります。年度初めにはどうしても気

負って、あれもやりたい、これもやりたいと、盛
り沢lllの計画を立てたくなるものですが、クラブ

の所帯の分に応じて重点を絞ることも肝些かと存

じますｂもう一度うまくやってみたいという気持と、早

くお役御免になりたいという相矛盾する気持がlijlHして
いることも、本|]ただ今の偽らざる私の,心境であります｡

敢後に、快く例会場を提供して砿いた八T代信

用金庫大和支店殿のご好意に対し深く感謝致した
いと存じます、それに、例会場の変更という不便

を忍びながら、器材を持ち寄ったり、他の経費を

節約しながら例会場を整え、当クラブの財政基盤
の確立を図って頂いた会員の皆様のご協力に深謝

致しますと共に、この１年間クラブの埋営のため

に--．方ならぬご尽力を頂いた事務肘の方々にも厚

くお礼を申し上げます。

私と致しましては、誠に身近なターゲットを掲

げましたが、会長の任期を終るに当たりまして、

大和という日本の一隅に居ながら、llt界的に視野

を広げることができるのもロータリークラブのおかげか
なあ、という感懐を持つに張りましたこと、また、

職業を通じての親睦と奉仕を、というロータリー
の典髄に触れ得たような気になりましたことも、

卒血に申し上げたいと存じます“またロータリー

をj血じて多くの知己、友人を得たことも大きな収

穫でございました。

私の至らなさで会員の呰様方に大変にご迷惑を

1年を顧みて 幹 事 辻 国 明 君
1981～1982年度の会長ターゲットとし

て｜身近な奉仕に誠を尽そう」を掲げ、大和中ロ
ータリー会員一丸となって地域に対し奉仕の理想

を追求するための積極的な活動が先日の社会奉仕

委員会主催の身障児の一日レクリエーションでも

充分その成果が体験でき、そのすばらしい体験を

胸に幹事の任期を終ろうとしております。

うれしいような、ほっとしたような心中複雑な

気持でございます。岐終のクラブ幹事として、会

員皆様に一言御挨拶申し上げます。クラブ全体に
ついては唯今会長からお話しがありましたので省

略させて頂き、本年度の主な特記すべき事柄につ
いて若干申し上げます。

まず当クラブ創立以来始めて経験させて頂きま

した第６分区のIGFのホスト役を務めたこと、
ロータリー財Ｍ奨学生を推薦できたこと、更に米

山記念奨学生のお世話ができたことで会員相互の

理解と友情の絆を更に深められることができまし

た。勿論これらを背験にクラブ運営が従前にも畑

して円滑に処理が出来ましたことは大変に喜ばし

い妻と思います｡常にクラブ全体が一つの目標を

持つことは、ある面でマンネリ化を防ぐ・為には大
いに役立つことの良い教訓|と成りました《，

只今会長から詳しくお話しがありましたように

会員+ﾒﾃ様の自主的な創意工夫が随所に見受けられ、

各委員会の兇事な内容とユニークな活動を繰り広

げてまいりました(，従来になく立派な成果を収め
ることがll1来ました《､これらの詳しい事情は先般

のクラブ協議会でも各委員会からの実績＃|浩に光

分に現われていることが良く解ります(､

各委員の仙性あふｵしる特性を存分に生かした活

動に、1981～1982年度を締めくくれるこ

Ａ

Ａ



とは本当に幸せなことです、

この一年間致らぬ幹事ではございましたが会員

皆様の温かいご協力をいただき本当に光栄に存ず

る次第でございます。

例年の重点目標でもあります財政基盤の充実は
なんと云っても質の高い会員の増強が優先されま

す。幸いに本年度の目標の５名は増強できました。
しかし一部会員ののっぴきならぬ理由で退会され

たことは誠に残念なことでございます。

次にその他の実績数字を簡単に列挙してみます

と、今年度の出席率は平均9995％、ゲスト、ビジ

ター数（前回まで)５１２名、ポール'、リスフエロ
ー３名、準フエロー新規４名（含10名）、財団寄

付は＄４，１２０-人当り＄１０８，４２で地区予算＄９
０を大巾に上回り、米山奨学会寄付藍４３９，０００、
スマイル実績（５月／'末まで）茎１，３４４，０００-、

（予算１，０００，０００円）等々でございます。これ

は素晴らしい成果であり、ガバナー公式訪問時の

お話しの中でも４年目の未だ新しいクラブ．にして

は総ゆる面で秀れた活躍をしており、誠に申し分

のない評価を受けた事でも解りますように、これ

全て会員皆様の協力結集の賜物-Gございます。ク
ラブ創立から一年一年実行と体験、そしてロータ

リアンとしての知識の向上も実質５年目に入り、

自他共に充実したクラブへと更にチャージはゆる

ぎなく押し進んで行くものと信じてやみません。
これからも、会員皆様と切瑳琢磨し合い、併せ

て友情の絆を深めつつ、事業を語り、人生を論じ、
ロータリーを究める修養の場であるべきを、重視

し、尚且つ自主的、民主的なクラブ運営を図り、

着実な歩みを続けて行って欲しいと念願する次第
です(幸いに次年度は５周年と云う一大事業がひ

かえております。是非共次期会長、次期幹事を中

心に成功させるべく更に団結しようではありませ

んか、どうかお願い致します《）

私、幹事と致しまして誠につたなく、皆様各位
に御迷惑を多々おかげしたことを心からお詫び申

し上げると共に会長、会員のリードを、そして事

務局及び職員の助け、更に歴代幹事の助言等を頂
いて無事今日まで職務を遂行することがl11火まし

た事を会員皆様にl早く御礼申し１げます(,

最後に、会員皆様とご家族のご多幸とご健勝を
衷心より祈念いたしまして私のご挨拶と致します〈〕
ご清聴ありがとうございました。

<スマイルボックス〉委員長石渡英二郎独
名屋君（綾瀬）御邪魔します。宜敷く。
武山君（綾瀬）メイクアソプに参りました。
安藤君（大和）度々お世話になります。よろしく、
石井(亀)君（大和）毎度御世話になります。
渡辺君（大和）初めて参加させて頂きます、

村田君（大和）このところ度々お邪魔してます。
寺田君、郡司君、６月20日地区協議会には出席義

務者の方々、一日ご苦労様でした。
寺田君、1981～82年度遂に終り御苦労様でした。

皆さん有難うございました。
辻君、一生懸命誠実にひとつの事を成しとげよ

うと、この一年間頑張って来ました。会員
皆様本当に御協力有難うございました。

上田君、IGF報告書、本日出来上って参りまし
た。皆さんのご協力を感謝いたします。

芦田君藤田君郡司君蜂屋君長谷川君猪熊君伊職
省,亀谷貧北砂君松本鮭)君大高君寺田君富沢君土屋
君上田君、とうとう丸四年になりました。創立会

員は15名になりましたが其の後増強され
４２名となりました。

芦田意藤田君郡司君蜂屋君長谷川君猪熊君伊潔剰
君,亀谷君北砂君松本紬)君b大高君寺田君富沢君土屋
君上田君辻君鈴木君近藤君石渡君有沢君伊顔面君，

布施君竹之内君、３年間例会出席の表彰及び記念
品有難うございます．

古田士君、三浦君、１年間無事出席しました。
中西君、一年間なに故休まなかったか不思議です。
富沢急.、６月18日の三クラブコンペで優勝し、本

年度鎧後の花を咲かせることが出来ました
伊藤委員長１年間お世話様でした『，

後藤満、今日で本年度のう．ログラムが全て終りま
す。会員皆様の御協力でどうにか役務を終
えることが出来ました有難うございました。

布施ｲ|、久し振りのホームクラプ出席しました｡
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